
木利課

木育について

 子どもから大人までが幅広く、木材・木材製品とのふれあい等を通じて、木の良さや利用の意義、国土と自然環境の根幹である森林へ
の理解につながるように木育の取組を推進

２林業・木材産業

木育

資料：西本他、日本建築学会計画系論文集、2019

かなりあると感じる

少しあると感じる

感じない

• ３～５才児向け保育室で、保育者に子供の様子を聞き取りアンケート。

• 非木質化室では「注意集中の困難」や「身体違和感」が、木質化室等より
も見られやすいという結果。

◼ 内装木質化が学習・生育面に与える効果（データの例）

※右２つの事例は
残してください

（基本計画）３林産物の供給及び利用の確保
に関する施策（６）ア

新めぐじから

 木育や森林環境教育等を通じて、森林・林業・木材産業の果たす役割、木材利用の意義や木材に関する情報等を効果的に発信し、
国民一人一人の理解を促進することにより、森林を社会全体で支えていこうという行動変容につながる気運を醸成していく。

 乳幼児期から成人期まで各年齢層に応じた段階的な木育の推進を図るため、農林水産省及び文部科学省を始めとする関係府省、
地方公共団体、民間事業者、川上の森林所有者、林業経営体等による連携を充実させるとともに、先導的事例の情報共有等を行
う体制整備、木育を担う人材の確保及び育成、各種情報発信による普及啓発、森林・林業体験や木材・木材製品とのふれあいの
機会の提供、特に学校教育等における体験学習を含む教育プログラムの充実等を推進する。

○Ｒ６年間利用者数 ：52,147人
○木育プログラム ：68種類、253回
○移動型ぎふ木遊館 ：21施設

●ぎふ木遊館（岐阜市）

●東京おもちゃ美術館（東京都新宿区）

○誕生祝い品
○木育円卓会議
○木育キャラバン
○空間の木質化
○木育インストラクター

10/6林政審資料1-3 p1の左下のグラフ

R8.5.29多様な木質材料の活用促進に関する関係省庁連絡会議（第１回）
資料２のp2

◼ 木育の取組事例

子どもから大人までが幅広く、木材・木材製品とのふれあい等を通じて、木の

良さや利用の意義、国土と自然環境の根幹である森林への理解につながるよう

に木育の取組を推進

（基本計画）３林産物の供給及び利用の確保
に関する施策（３）イ

○年間利用者数 ：約５万人
○木育プログラム：68種類、253回 (R6)
○移動型ぎふ木遊館：21施設 (R6)

●ぎふ木遊館
（岐阜市）

○年間利用者数：約15万人
○全国のおもちゃ美術館：15館

＜木育関連施設の例＞

●東京おもちゃ美術館
（東京都新宿区）

溶込済

＜ウッドスタートの取組＞

再確認

東京都新宿区では、友好提携都市である
長野県伊那市で製作された木のおもちゃな
どの木工製品を、区内で生まれた新生児に
プレゼントする「ウッドスタート」事業を
平成23年度から開始。
このような取組は、他の地方公共団体等

にも広がり、令和８年３月末時点において
４県53市区町村が、「ウッドスタート宣
言」を実施。

新宿区が配布している木工製品の例

犬のプルトーイ

積み木とラトルセット

➢ 学校での木育ワークショップ

➢ 学習机の天板を地域材で製作

➢ 木のおもちゃの展示、木工イベント

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/clt-etc/kaigi/dai1/gijisidai.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/clt-etc/kaigi/dai1/gijisidai.html
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